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長野県教育委員会 

初任者研修の手引 

栄養教諭 

栄養教諭用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「長野県教員研修体系」（平成 25 年 11 月策定）には、長野県の教員に求め

られる資質能力として、次のＡ～Ｅの資質能力が示されています。 

Ａ 高い倫理観と使命感及び確かな子ども理解 

Ｂ 確かな人権意識と共感力 

Ｃ 地域社会と連携・協働する力 

Ｄ 目標実現に向け、柔軟に対応する力 

Ｅ 「教育のプロ」としての高度な知識や技能 

 １ 教員育成指標作成の経緯 

繰
り
返
し
自
覚
し 

絶
え
ず
意
識
化
を
図
る
資
質
能
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験
や
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修
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こ
と
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高
め
て
い
く
資
質
能
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求められる資質能力 
（「長野県教員研修体系」より） 

Ｂ 確かな人権意識と共感力 

Ａ 高い倫理観と使命感及び確か

な子ども理解 

Ｅ 「教育のプロ」としての高度

な知識や技能 

Ｄ 目標実現に向け、柔軟に対応
する力 

Ｃ 地域社会と連携・協働する力 

理
念
指
標 

実
務
指
標 

この「求められる資

質能力」を「理念指標」

と「実務指標」に分け

ました。「理念指標」と

は、繰り返し自覚し絶

えず意識化を図る資

質能力であり、「実務

指標」とは、経験や研

修を積むことで高め

ていく資質能力です。 

このうち、「実務指

標」について、キャリ

アステージに応じて

高まるものとし、指標

化することにしまし

た。 



 

 

 

 

 

Ａ 高い倫理観と使命感及び 

  確かな子ども理解 

 

Ｂ 確かな人権意識と共感力 

②〈地域をフィールドに

した学びづくり〉 

①〈地域コミュニティの拠点として

の学校づくり〉 

⑭〈ＰＢＬ 

(Project-Based Learning)〉 

⑬〈インクルーシブ 

な教育〉 

⑫〈ＩＣＴ活用〉 

⑪〈集団における指導〉 

⑩〈個への指導〉 
⑨〈学習評価〉 

Check-Action 

⑧〈指導方法〉Do 

⑦〈教材研究〉Plan 

⑥〈カリキュラム 

・マネジメント〉 

⑤〈危機管理〉 

④〈チームマネジメント〉 

③〈セルフ 

マネジメント〉 

題 

５つの求められる資質能力について、下図のように整理しました。ま

ず、繰り返し自覚し絶えず意識化を図る、「Ａ 高い倫理観と使命感及び

確かな子ども理解」「Ｂ 確かな人権意識と共感力」の２つの資質能力を

中核にし、教職キャリアの基盤としました。また、その周囲に、経験や

研修を積むことで高めていく、「Ｃ 地域社会と連携・協働する力」「Ｄ 目

標実現に向け、柔軟に対応する力」「Ｅ 「教育のプロ」としての高度な

知識や技能」の３つの資質能力としました。さらに、これらを支えるス

キルとして、１４のスキルを位置付けました。 

 ２ 実務指標を支える１４のスキル 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第Ⅰ期 基礎形成期相当 

○第Ⅱ期 伸長期相当 

 

○第Ⅲ期 充実期相当 

 

○第Ⅳ期 次世代育成期相当／管理職期相当 

 

基礎形成期は、教科指導や生徒指導について基礎的・基盤的

な力を身に付け、実践力を磨く時期です。任された業務に積極

的に取り組み、よい授業や学級経営に触れ、先輩や同僚から学

びながら、常に新たな視点を身に付けていきます。 

伸長期は、教科指導や生徒指導の力をさらに身に付け、これ

までの自分の実践を見返しながら、専門性を高めていく時期で

す。教科や学年などのグループのリーダーとして、同僚性を高

めたり、推進力を発揮したりしていきます。 

充実期は、学校の中核となる教員としての自覚をもち、組織

マネジメントやリスクマネジメントなどの力を身に付け、そ

れらを発揮していく時期です。チームとしての学校への貢献

度を高め、校内研修の充実を図りながら、学校の教育力を高め

ます。 

次世代育成期・管理職期は、教員としての人間力をさらに向

上させ、豊富な経験を生かし、多面的・多角的な視野をもって

組織的な運営を推進していく時期です。学校運営や、他の職員

への助言や支援、学校の教育課題の解決を行い、学校や地域全

体の教育力を向上させるリーダーとしての役割を担います。 

 ３ 教員のキャリアステージ 

伸
長
期
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（
経
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か
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年
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20
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成
期
相
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（
経
験
１
年
か
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５
年
程
度
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教
員
の
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
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長野県では、教員のキャリアステージを「養成期」、「基礎形成期」、「伸長期」、「充

実期」、「次世代育成期・管理職期」に区分し、それぞれのキャリアステージの高まり

を示しています。スキルの向上は、必ずしも年代や経験年数によるものではないの

で、「相当」という言葉を用いて幅をもたせています。 

 

着任時 

 

○着任時に長野県教育委員会が求める姿 

○養成期 養成期 

 主に大学等での教員養成の段階で身に付けます。 

深化・貢献期／管理職期相当


深化・貢献期／管理職期は、


「深化・貢献期／管理職期」




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員育成指標では、それぞれの資質能力を支えるスキルごとに、「チー

ムとしての学校」の一員として、教員が各ステージで果たす役割に着目し

てスキルの高まりを表しています。第Ⅰ期、第Ⅱ期は、主に知識・技能の

熟達が高まり、第Ⅲ期、第Ⅳ期は、主にチームへの貢献が高まっていきま

す。（図１） 

また、第Ⅰステージが土台となり、それに第Ⅱ、第Ⅲ、第Ⅳステージが

積み重なってスキルが高まっていくことをイメージして表しています。

（図２） 

 

Ⅳ 

知識・技能の熟達 

チ
ー
ム
へ
の
貢
献 

図２ 図１ 

次世代育成期 

管理職期 

Ⅲ 充実期 

Ⅱ 伸長期 

Ⅰ 基礎形成期 
 

 

 

 

〈ミドルリーダー〉 

Ⅲ 充実期 

Ⅱ 伸長期 

Ⅰ 基礎形成期 

次世代育成期 
管理職期 

〈メンター〉 

 

〈マイスター、リーダー〉 

 

Ⅳ 

深化・貢献期
管理職期


深化・貢献期
管理職期




長野県教員育成指標

Ａ　

Ｂ

キャリアステージで身に付けるスキル

Ⅰ 基礎形成期相当
（経験１年から５年程度）

危機管理

カリキュラム・
マネジメント

求められる資質能力

求められる 資質能力

経
験
や
研
修
を
積
む
こ
と
で
高
め
て
い
く
資
質
能
力

資質能力を支えるスキル

・信頼される学校を実現する上で、危機管理やコンプライアンスが欠かせな
いことを理解し、危機の未然防止や発生時の対応に確実に取り組む。

現
代
的
な
諸
課
題
へ
の
対
応

生
徒
指
導

個への指導

集団における指導

ICT活用

インクルーシブ
な教育

・地域の活動や行事に積極的に参加したり、地域の方と交流したりして、地
域理解に努める。

「

教
育
の
プ
ロ
」

と
し
て
の
高
度
な
知
識
や
技
能

目
標
実
現
に
向
け
、

柔
軟
に
対
応
す
る
力

地
域
社
会
と

連
携
・
協
働
す
る
力

・ワークライフバランスを重視し、健康や時間を自ら管理しながら、職務に
向かうコンディションを維持する。
・自己課題に沿った研修を実施し、周囲の助言や自己の振り返りをもとに、
成長し続けようと努力する。

・チームの一員としての自己の役割を自覚し、任せられた職務に対して誠実
に取り組む。
・チームの目標を理解し、同僚と協力して目標実現に向けて努力する。

探究の学び

学
習
指
導

地域コミュニティの拠点
としての学校づくり

・「授業がもっとよくなる３観点」や「信州Basic」を踏まえた授業を確実
に行う。
・「主体的・対話的で深い学び」の視点から、授業改善に取り組み、児童生
徒の個性に応じた質の高い学びを引き出す。

・「目標に準拠した評価」により一人一人の学習状況を把握し、適切な
フィードバックを行って内容の確実な定着を図る。
・児童生徒が自己評価を行うことを学習活動に位置付け、学習内容の価値や
自己の高まりに気づかせる。

・認知などの特性や発達障がい、合理的配慮等に関する基本的な知識や考え
方を身に付け、児童生徒の実態や教育的ニーズを踏まえ一人一人に応じた支
援を行う。
・授業のユニバーサルデザイン化に取り組む。

・探究の過程を生み出す手法を身に付け、ファシリテーターとして、探究の
学びの実現に取り組む。
・児童生徒や地域の実態に基づき、総合的な学習の時間（小中）、総合的な
探究の時間（高）のねらいを実現する学習プランを作成する。

地域をフィールドにした
学びづくり

セルフマネジメント

チームマネジメント

・地域素材を教材化したり、地域での体験学習を取り入れたりして、児童生
徒が地域を理解し、そのよさを実感できるようにする。

理
念
指
標

繰り返し自覚し
絶えず意識化を
図る資質能力

実
務
指
標

教材研究
（Plan）

Ｃ

Ｄ

Ｅ

高い倫理観と使命感及び確かな子ども理解

確かな人権意識と共感力

・児童生徒の内面を共感的に理解し、信頼関係を構築する。
・保護者や同僚と連携し、児童生徒を取り巻く環境や抱えている課題を的確
に把握し、指導に生かす。

・集団生活を送る上でのルールづくり、人間関係づくりを通して、児童生徒
の社会的スキルを高める。
・自発的・自治的な活動を重視し、児童生徒の集団への所属感や連帯感、問
題解決力を高める。

・学習目標の達成や校務の効率化に向け、ICT端末やクラウド等を効果的に
活用する。
・児童生徒の発達段階に応じ、具体例に基づいた情報モラルの指導を行う。

・日々の教育活動を「目標−内容−方法−評価」のセットで捉え、意図的・計
画的に実践する。

指導方法
（Do)

学習評価
（Check-Action）

・教科等の特質に応じた「見方・考え方」を活用して、「知識・技能」を確
実に身に付ける授業を構想する。
・「習得−活用−探究」の学びの過程を通して、児童生徒が「思考力・表現
力・判断力等」を高めていく単元を構想する。
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適
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改
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組

む
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衛

生
管

理
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と
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門
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す
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る
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教

科
等

の
特

質
に

応
じ

た
「
見

方
・
考

え
方

」
を

活
用

し
て

、
教

職
員

と
連

携
し

た
食

に
関

す
る

指
導

や
資

料
提

供
を

行
う

。

　
教

科
等

の
特

質
に

応
じ

た
「
知

識
・
技

能
」
を

身
に

付
け

る
た

め
の

授
業

を
、

教
職

員
と

連
携

し
て

計
画

、
実

践
す

る
。

　
教

科
等

の
特

質
に

応
じ

た
「
評

価
」
方

法
を

身
に

付
け

、
自

ら
の

実
践

を
発

信
し

、
地

域
全

体
の

食
に

関
す

る
指

導
の

推
進

を
図

る
。

　
個

別
的

な
相

談
指

導
の

流
れ

と
役

割
を

理
解

し
、

教
職

員
や

保
護

者
と

連
携

し
て

対
応

を
行

う
。

　
個

々
の

課
題

を
把

握
し

、
教

職
員

や
保

護
者

と
連

携
を

図
り

、
発

達
段

階
に

応
じ

て
対

応
す

る
。

　
個

別
的

な
相

談
指

導
に

関
す

る
専

門
性

を
高

め
、

教
職

員
や

保
護

者
と

連
携

し
、

児
童

生
徒

の
実

態
に

即
し

た
指

導
を

行
う

。

　
個

別
的

な
相

談
指

導
の

実
践

に
関

し
、

豊
か

な
経

験
と

高
度

な
専

門
性

を
生

か
し

て
、

後
進

の
指

導
助

言
を

行
う

。

　
学

校
給

食
に

お
け

る
食

中
毒

防
止

や
異

物
混

入
防

止
、

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
対

応
等

に
つ

い
て

理
解

し
て

環
境

整
備

を
行

う
。

　
安

全
に

配
慮

し
た

環
境

整
備

を
行

う
な

ど
、

学
校

給
食

に
お

け
る

リ
ス

ク
軽

減
に

努
め

る
と

と
も

に
、

組
織

と
し

て
の

危
機

管
理

体
制

が
機

能
す

る
よ

う
取

り
組

む
。

　
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
事

例
を

分
析

し
未

然
防

止
の

取
組

み
を

行
う

と
と

も
に

、
学

校
と

家
庭

と
地

域
に

よ
る

協
力

体
制

を
確

立
す

る
。

　
学

校
給

食
に

お
け

る
危

機
管

理
に

つ
い

て
、

地
域

の
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

後
進

の
指

導
的

役
割

を
担

う
。

　
児

童
生

徒
の

実
態

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

校
内

外
の

研
修

や
研

究
会

に
積

極
的

に
参

加
し

て
、

給
食

管
理

や
食

育
に

生
か

す
。

　
校

内
外

の
研

修
や

調
査

研
究

の
運

営
に

携
わ

り
、

栄
養

教
諭

と
し

て
の

知
識

の
集

積
や

能
力

・
授

業
力

の
向

上
に

努
め

る
。

  
校

内
外

の
研

修
や

調
査

研
究

の
企

画
・

運
営

に
ミ

ド
ル

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
関

わ
り

、
そ

の
成

果
を

校
内

や
地

域
の

食
育

推
進

に
生

か
す

。

　
研

修
会

の
企

画
や

調
査

研
究

の
成

果
を

活
用

し
た

取
組

み
や

自
ら

の
実

践
を

広
く
発

信
し

、
教

職
員

や
後

進
の

指
導

助
言

を
行

う
。

キ
ャ

リ
ア

ス
テ

ー
ジ

で
身

に
付

け
る

ス
キ

ル

経 験 や 研 修 を 積 む こ と で 高 め て い く 資 質 能 力

学 校 給 食 管 理 食 に 関 す る 指 導

給
食

の
時

間
に

お
け

る
食

に
関

す
る

指
導

学
校

給
食

に
お

け
る

危
機

管
理

教
科

等
に

お
け

る
食

に
関

す
る

指
導

長
野

県
教

員
育

成
指

標
　

　
【
栄

養
教

諭
】
　

　
Ｅ

（
栄

）
　

「
栄

養
教

諭
」
と

し
て

の
高

度
な

知
識

や
技

能

　
食

に
関

す
る

指
導

を
包

括
的

に
捉

え
、

教
科

等
横

断
的

な
視

点
か

ら
食

に
関

す
る

指
導

の
全

体
計

画
を

企
画

・
実

践
・
評

価
・
改

善
す

る
と

と
も

に
、

食
に

関
す

る
指

導
の

充
実

に
つ

い
て

、
豊

富
な

経
験

と
高

度
な

専
門

性
を

生
か

し
て

、
教

職
員

や
後

進
の

指
導

助
言

を
行

う
。

個
別

的
な

相
談

指
導

長
野

県
の

栄
養

教
諭

に
求

め
ら

れ
る

資
質

・
能

力

　
学

校
給

食
管

理
や

食
に

関
す

る
指

導
等

の
基

礎
的

な
事

項
を

理
解

し
、

実
践

し
よ

う
と

し
て

い
る

。

幅 広 い 教 養 と 専 門 的 な 知 識 ・ 技 能 を 持 ち 、

柔 軟 に 対 応 す る 力

栄
養

教
諭

　
　

キ
ャ

リ
ア

ス
テ

ー
ジ

着
任

時

調
査

研
究

等

栄
養

管
理

衛
生

管
理

 ①
学

校
給

食
管

理
、

食
に

関
す

る
指

導
等

を
的

確
に

実
践

す
る

力
　

　
②

食
育

を
推

進
す

る
力

　
　

③
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

す
る

児
童

生
徒

に
対

応
す

る
力

資
質

を
支

え
る

ス
キ

ル
実

務
指

標 E （ 栄 ）  「  栄 養 教 諭 」 と し て の 高 度 な 知 識 や 技 能

長
野

県
教

育
委

員
会

が
求

め
る

姿



キャリアステージで身に付けるスキル

※求められる資質能力Ｅについては、教員の育成目標を参考に、栄養教諭の育成目標を使用すること。

学校給食における
危機管理

調査研究等

栄養管理
　学校給食実施基準を理解し、児童生徒の実態に基づく適切な栄養管理を
行うとともに、献立計画を立案し、地域の食材を活用した献立作成を行
う。

　学校給食衛生管理基準を理解し、施設設備等の課題を的確に捉え、課題
解決について適切な提案を行うとともに実践する。

　学校教育目標に基づいた食に関する全体計画を提案するとともに、教育
課程を理解し、学校給食を教材として活用した食に関する指導を行う。

学
校
給
食
管
理

食
に
関
す
る
指
導

長野県教員育成指標（栄養教諭）

教科等における
食に関する指導

個別的な相談指導

Ⅰ 基礎形成期相当
（経験１年から５年程度）

　教科等の特質に応じた「見方・考え方」を活用して、教職員と連携した
食に関する指導や資料提供を行う。

経
験
や
研
修
を
積
む
こ
と
で
高
め
て
い
く
資
質
能
力

実
務
指
標

求められる 資質能力 資質能力を支えるスキル

Ｅ
（

栄
）

「

栄
養
教
諭
」

と
し
て
の
高
度
な
知
識
や
技
能

　児童生徒の実態把握に努めるとともに校内外の研修や研究会に積極的に
参加して、給食管理や食育に生かす。

　個別的な相談指導の流れと役割を理解し、教職員や保護者と連携して対
応を行う。

　学校給食における食中毒防止や異物混入防止、食物アレルギー対応等に
ついて理解して環境整備を行う。

衛生管理

給食の時間における
食に関する指導



                        

 

初任者研修についての基本的な考え方 

（小学校・中学校） 

長野県教育委員会 

 

 初任者研修の実施に当たっては、学校全体で役割分担と連携を密にし、下記の事

項をふまえて、初任者の資質・能力の向上を図るものとする。 

 

記 

 

１ 初任者の研修意欲や課題を大切に、自主的に研修できるように支援し励ますも

のとする。 

２ 教職に身を置く喜びと教職への自覚、教育に対する信念、教育実践の意欲を培

うものとする。 

３ 初任者研修シラバスを参照し、教師としての実践的指導力と使命感を養うとと

もに、視野を広げ社会性を培うものとする。 

４ 初任者への指導は、指導教員を中心に、校内の協力的な指導体制のもとで行う

ものとする。 

※ 栄養教諭についても準じるものとする 

1
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栄養教諭初任者研修の手引  目 次 

 

 

○ 初任者研修についての基本的な考え方                 

第一部  初任者研修の概要                                              

・ 初任者研修の実施系統図                      ４ 

・ 栄養教諭研修実施要綱                       ５ 

・ 初任者研修一覧                          ７ 

第二部  校内研修の計画と実施                        

 ・ 栄養教諭初任者校内研修要領                   ９ 

・ 新規栄養教諭指導員設置要綱                   11 

・ 校内研修日程及び内容（例）                   13 

・ 校内研修について                        14 

  ・ 校内研修計画書（様式１見本）                  16 

 第三部  校外研修の計画と実施                        

 ・ 栄養教諭初任者校外研修実施要領                 18 

  ・ 校外研修について（初年度・２年度）               20                                         

第四部  報告書類                              

 ・ 報告書の取扱い                         31 

  ・ 様式（１～８）                         32 

 第五部  その他                               

  ・ 令和５年度学校給食関係の主要事業等予定             43 

・ 栄養教諭の職務                         44 

〇 セルフチェックシート 

〇 セルフチェックシート（栄養教諭）                         
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第一部 
 

 

  

初任者研修の概要 

 

様式は、長野県総合教育センターホームページ（https://www.edu-ctr.pref.nagano.lg.jp/） 

「ダウンロード」の「初任者研修（小・中・特別支援学校）」のページから必要に応じてダ

ウンロードすること。 
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一 初任者研修の実施系統図 (栄養教諭) 

 

 

 

 

長野県教員 

育成協議会 

学びの改革支援課 

指導栄養教諭

連 絡 会 

教育事務所 

１ 教育事務所研修の計画立案 

２ 研修の推進と運営 

３ 指導栄養教諭に係わる事務手続き 

 

 

 

小学校 ・ 中学校 ・ 特別支援学校 

長野県総合教育センター 

１ センター研修の計画立案 

２ 研修の推進と運営 

１ 初任者研修実施要綱・細目の立案 

２ 基本的研修内容の企画 

３ 各会議の開催 

４ 初任者研修の手引、シラバス等の作成 

５ 関係学校長等連絡協議会の運営 

６ 研修指導栄養教諭等研修会の運営 

 

長野県教育委員会事務局 

関係学校長等 

連 絡 協 議 会 
保健厚生課 
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栄 養 教 諭 研 修 実 施 要 綱 

 

１ 目 的 

  栄養教諭を対象とした研修を実施し、栄養教諭としての知識技術の習得と、専門

職としての実践的指導力及び資質の向上を図る。 
 
２ 初任者研修 

（１）校内研修 

ア 研修対象者 

（ア）県費負担栄養教諭として新たに採用された者。ただし、長野県教育委員会

（以下「県教育委員会」という。）が研修の必要がないと認めた者を除く。 

（イ）特別支援学校に勤務する新規採用栄養教諭で、県教育委員会が研修の必要

を認めた者。 

イ 研修内容 

研修対象者が所属する学校において実施するものとし、詳細については別途

定める。 
 

（２）校外研修 

  ア 研修対象者 

（ア）県費負担栄養教諭として新たに採用された者及び採用後２年目の者。ただ

し、県教育委員会が研修の必要がないと認めた者を除く。 

（イ）特別支援学校に勤務する新規採用栄養教諭で、県教育委員会が研修の必要

を認めた者。 

（ウ）市町村（学校組合を含む。以下同じ。）教育委員会から受講の申し出があ

った、市町村費負担新規採用栄養教諭。 

  イ 研修内容 

  総合教育センターが実施する義務指定研修及び保健厚生課が実施する専門研

修とし、詳細については別途定める。ただし、前項ア（ウ）に定める者は保健

厚生課が実施する専門研修のみ受講するものとする。 

 

３ 経験者研修 

（１）キャリアアップ研修Ⅰ 

  ア 研修対象者 

（ア）県費負担栄養教諭及び特別支援学校に勤務する栄養教諭で、採用後一定

の経験年数（５年程度）を有する者のうち、県教育委員会が研修対象者とし

て指名する者。 

   （イ）市町村費負担栄養教諭で採用後一定の経験年数（５年程度）を有する者

のうち、市町村教育委員会から受講の申し出があった者。 

 イ 研修内容 

 総合教育センターが実施する義務指定研修及び保健厚生課が実施する専門研

修とし、詳細については別途定める。ただし、前項ア（イ）に定める者は保健

厚生課が実施する専門研修のみ受講するものとする。 

 

（２）キャリアアップ研修Ⅱ 

  ア 研修対象者 

（ア）県費負担栄養教諭及び特別支援学校に勤務する栄養教諭で、採用後一定
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の経験年数（10年程度）を有する者のうち、県教育委員会が研修対象者とし

て指名する者。 

（イ）市町村費負担栄養教諭で採用後一定の経験年数（10年程度）を有する者

のうち、市町村教育委員会から受講の申し出があった者。 

イ 研修内容 

 総合教育センターが実施する義務指定研修及び保健厚生課が実施する専門研

修とし、詳細については別途定める。ただし、前項ア（イ）に定める研修対象

者は保健厚生課が実施する専門研修のみ受講するものとする。 

 

４ 県外派遣研修 

学校及び地域において食育を推進していくための中核を担う栄養教諭を養成する

ため、県教育委員会が指名した職員を指定する県外研修に派遣し、専門的知識及び

技術を習得させる。 

  この研修に派遣された栄養教諭は、研修受講後に全員研修等において他の栄養教

諭等に研修により習得した知識及び技術を伝達するものとする。 

 

５ 全員研修 

  全栄養教諭を対象として衛生管理、栄養管理、食育等専門的事項についての研修

を実施する。 

 

６ 新規栄養教諭指導員 

（１）新規採用栄養教諭の指導及び助言を行うため、県教育委員会事務局に非常勤の

新規栄養教諭指導員（以下「指導員」という。）を置く。 

（２）指導員の服務等については別に定める。 

 

７ 経 費 

初任者研修、経験者研修及び県外派遣研修に係る県費負担栄養教諭及び特別支援

学校に勤務する栄養教諭の受講者の旅費支給については、別途通知する。なお、全

員研修に係る受講者の旅費については各所属の負担とする。 

 

８ その他 

その他この要綱に定めのない事項については、別途通知する。 

 

附 則 

この要綱は、平成28年３月２日から施行する。 

この要綱は、平成29年４月１日から適用する。 

  この要綱は、平成30年４月１日から適用する。 

  この要綱は、平成31年４月１日から適用する。 

  この要綱は、令和２年４月１日から適用する。 

  この要綱は、令和３年４月１日から適用する。 
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 初任者研修一覧（栄養教諭） 

  

＜１年次研修＞   

研修の種類 研修名 期日 運営 

総合教育センタ

ー研修 
初任研スタート研修 ４月 11 日（火） 

長野県総合教育セ

ンター 

教育事務所研修 

保健厚生課研修 

教師力向上研修Ⅰ（オンライン） 

（含 ICT 活用指導力向上研修Ⅰ） 
６月６日（火） 

教育事務所 

保健厚生課 

保健厚生課研修 専門研修Ⅰ   ５月 15 日（月） 保健厚生課 

保健厚生課研修 専門研修Ⅱ １月 25 日（木） 保健厚生課 

宿泊研修 

※令和５年度は新型

コロナウィルス感染

症の感染対策のため

宿泊を伴わない研修

を実施  

夏期研修 １日目（オンライン） 

（含 ICT 活用指導力向上研修Ⅱ） 
７月 31 日（月） 教育事務所 

長野県総合教育セ 

ンター 

保健厚生課 
夏期研修 ２日目 

８月１日（火）～

４日（金）の指定

された日 

実地研修 

実地研修（年２日） 

単独調理場１日 

共同調理場１日 

６ 月 か ら ９ 月 中

の２日（学校及び

調理場と調整） 

保健厚生課 

該当校 

該当共同調理場 

必須研修 教育課程研究協議会 地区日程による 教育事務所 

校内研修 

授業力向上研修Ⅰ 

（授業公開） 
６月～２月 

在籍校 指導員による研修 

（計 42.5 時間） 
４月～２月 

教科研究 ４月～２月 

 

＜２年次研修＞  

研修区分 日 数 期日 運営 

総合教育センタ

ー研修 
２年次全体研修（オンライン） ５月 11 日（木）  

長野県総合教育セ

ンター 

保健厚生課研修 

専門研修 

自己課題と計画、校長面談及びﾁｪ

ｯｸｼｰﾄ･ﾚﾎﾟｰﾄ提出 

５月末までに 

保健厚生課へ提

出 

在籍校 

キャリアアップⅠクロスエイジ

研修 
11 月 17 日（金）  保健厚生課 

２年次プログレス研修 

（オンライン） 
１月 15 日（月） 保健厚生課 

必須研修 教育課程研究協議会 地区日程による 教育事務所 

校内研修 
授業力向上研修Ⅱ 

（授業公開） 
６月～12月 在籍校 

  

※オンライン…ウェブ会議サービス Zoom を利用した同時双方向型を実施予定。  
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第二部 
 

 

 

 

 
 

 

 

初任者の勤務する学校で校内研修を実施する。実践的な研修や教職員として必要な知識を得る研

修、自己課題を追究して専門性を向上させる研修を行う。 

 

 

 

校内研修の計画と実施 

 

様式は、長野県総合教育センターホームページ（https://www.edu-ctr.pref.nagano.lg.jp/） 

「ダウンロード」の「初任者研修（小・中・特別支援学校）」のページから必要に応じてダ

ウンロードすること。 
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栄養教諭初任者校内研修実施要領 

 

１ 趣旨 

  この要領は、栄養教諭研修実施要綱（以下「研修要綱」という。）及び新規栄養教

諭指導員置要綱に定めるもののほか、栄養教諭初任者の校内研修の実施に関して必要

な事項を定めるものとする。 

 

２ 研修対象者 

  研修要綱２（１）アに定める者（以下「校内研修対象者」という。）とする。 

 

３ 研修内容 

  校内研修対象者は、栄養管理及び衛生管理等の学校給食管理並びに食に関する指導

について、４に定める者から指導、助言を受けるものとする。 

 

４ 新規栄養教諭指導員及び指導担当者 

（１）新規栄養教諭指導員設置要綱に基づき任命された指導員（以下「指導員」とい

う。） 

（２）校内研修対象者が配属される学校に、他に指導者となりうる栄養教諭（以下「現

任栄養教諭」という。）が配属されている場合は、（１）によらず現任栄養教諭の

うちから学校長が指導担当者を選任する（以下「指導担当者」という。）。 

（３）現任栄養教諭のうち該当する者がいない等の理由で、指導担当者を選任できない

場合は（１）と同様とすることができる。 

 

５ 研修計画 

（１）学校長は、次の各号により指導員等と協議の上、「校内研修計画書」（様式１）

を作成する。 

   ア 研修内容 別途通知する 

イ 研修期間 当該年度の４月から２月まで 

ウ 研修日数 ９日以内 

エ 研修時間 １日あたり4.75時間を目安とし、年間42.5時間の範囲内とする 

（２）学校長は、（１）の計画書を、県教育委員会が通知する日までに、市町村（学校

組合）教育委員会（以下「市町村教育委員会」という。）及び所轄教育事務所を経

由して県教育委員会へ提出する。 
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６ 研修の実施報告 

（１）指導員及び校内研修対象者は、１日の校内研修が終了した都度、その内容を「校

内研修状況報告書」（様式２）に記入し、学校長に提出する。 

（２）（１）の報告を受けた学校長は、「新規栄養教諭指導員勤務状況整理簿」（様式

３）を作成し、校内研修を実施した月の２５日（休日の場合は直前の開庁日）まで

に「校内研修状況報告書」の写しを添付して所轄教育事務所へ提出する。 

（３）学校長は、校内研修のすべてが終了したときは、指導員による指導の場合は「校

内研修実績報告書」（様式４）を、指導担当者による指導の場合は「校内研修実績

報告書」（様式５）を作成し、市町村教育委員会及び所轄教育事務所を経由して県

教育委員会へ提出する。 

（４）教育事務所は、（３）の実績報告書に（２）で提出された書類の写しを添付し、研

修終了後１か月以内に県教育委員会へ提出する。 

７ 指導員の報酬等 

教育事務所は、６（２）の整理簿に基づき報酬等を支給する。 

 

８ その他 

  この要領に定めのない事項については、その都度関係機関が協議のうえ決定するものと

する。 

 

  附 則 

  この要領は、平成 28年３月 ２日から施行する。 

  この要領は、平成 30年２月 19日から施行する。 

  この要領は、平成 31年２月 21日から施行する。 

この要領は、令和２ 年４月 １日から施行する。 

この要領は、令和４ 年４月 １日から施行する。 
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新規栄養教諭指導員設置要綱 

 

１ 趣 旨 

  この要綱は、栄養教諭研修実施要綱に基づき実施する初任者の校内研修に係る新規

栄養教諭指導員（以下「指導員」という。）の設置及び服務等に関して必要な事項を

定めるものとする。 
 

２ 指導員の身分 

  指導員は、地方公務員法（昭和25年法律第261号）第22条の２第１項第１号の規定

による会計年度任用職員とする。 
 

３ 任用等 

（１）具 申 

新規採用栄養教諭（以下「校内研修対象者」という。）の所属する学校長（以下

「学校長」という。）は、次の各号のいずれにも該当する者を所轄教育事務所へ

具申するものとする。 

ア 長野県公立義務教育諸学校において栄養教諭の経験を有する者 

イ 指導員としての必要な熱意と識見を持っている者 

ウ 地方公務員法第16条の各号の規定に該当しない者 

（２）任 用 

教育事務所長は、学校長の具申に基づき、１年を超えない期間を任期として指

導員を任命する。なお、指導員の任免は人事通知書により行う。 

（３）派 遣 

教育事務所長は、学校長が作成する校内研修計画書の提出をもって派遣申請が

あったものとみなし、指導員を派遣する。 
 

４ 職 務 

（１）指導員は、栄養教諭初任者校内研修実施要領に基づく研修計画により校内研修

対象者に対し指導及び助言を行う。 

（２）指導員は、校内研修対象者の職務を同者に変わって行うことはできない。 
 

５ 服 務 

  指導員の勤務日数及び勤務時間等については、別途通知する。 
 

６ 経 費 
（１）指導員に係る経費は県教育委員会事が負担するものとる。 

（２）報酬等及び支給方法については、別途通知する。 

（３）通勤費用相当額は、県が定める「会計年度任用職員の通勤費用相当額支給取扱

要領」に基づき取扱う。 

（４）教育事務所は、指導員について労働者災害補償保険法（昭和22年法律第50号）

に定める労働者災害補償保険に加入する。 
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７ 解 職 
  教育事務所は、指導員が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、これを解

職することができる。 

  （１）心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、又はこれに堪えないとき。 

 （２）職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。 

 （３）指導員としてふさわしくない行為があったとき。 

 （４）校内研修対象者が退職等により、研修の必要がなくなったとき。 

 

８  その他 

  この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

 

  附 則 
 

この要綱は、平成28年３月２日から施行する。 

この要綱は、平成30年２月19日から施行する。 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。  
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指導員 校内研修日程及び内容（例） 

 

 １学期 ２学期 ３学期 

訪問の 

目安 

４月の第２週から 

５～６回程度 

授業参観も含め 

２～３回程度 

２月末までに 

１～２回程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

研 

 

修 

 

内 

 

容 

年間を通して確認及び指導  

・献立内容確認（食育の視点、教材としての活用、地場産物の活用等） 

・献立表、食育だより、毎日のおたより 

※食育の６つの視点が位置づいているか 

〇目標に関連づけた給食内容 

  

〇栄養教諭の職務内容 

・シラバスの確認 

・全体計画の見通し 

・校内の給食のきまり及び 

給食時における食に関する

指導と給食指導状況 

 

〇学校給食実施基準 

・教材としての献立作成 

・栄養管理 

・調理指導補助 

・献立評価 

・栄養報告 

 

〇学校給食衛生管理基準 

・施設確認 

・物資購入と検収 

・衛生管理教育補助 

・書類状況 

（作業工程表、作業動線図、

健康観察、日常点検票等） 

 

〇リスクマネジメント① 

・食中毒、嘔吐、窒息、食物ア 

レルギー 

 

〇家庭や地域との連携 

・試食会 

・ＩＣＴ活用状況 

・食に関する実態調査の分析 

 

〇教科等における食に関する

指導 

・校内授業公開 

・授業参観 等 

 

〇個別的な相談指導 

・食物アレルギー 

・肥満痩身 等 

・学校保健計画と連動した養

護教諭との連携 

 

〇食育の視点に沿った献立作

成及び栄養管理の評価 

・評価方法の確認 

〇学校行事との連携 

・給食週間等 

 

〇リスクマネジメント② 

・感染症対応 

 

 

〇食に関する全体計画の作成 

  

〇献立評価 

・食に関する指導の視点 

・食事摂取基準 

 

〇給食会計事務 

・在庫管理 

 

〇１年間の実践と課題の整理 

 

 指導後 

学校長に報告及び懇談 
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校内研修について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 初任者 

  指導者による研修（１年間 42.5時間 ９日間） ※栄養教諭校内研修要項参照 

        

■ 初任者（２年次を含む） 

  授業公開研修 

授業力向上研修Ⅰ 

   長野県教員育成指標で求められる資質能力 

 第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会と

の連携・協働 
Ｄ目標実現に向け、 
柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能 

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力 

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
教
材
研
究 

⑧
指
導
方
法 

⑨
学
習
評
価 

⑩
個
へ
の
指
導 

⑪
集
団
に
お
け
る
指
導 

⑫
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

⑬
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ 

な
教
育 

⑭
探
究
の
学
び 

        ◎ ◎ ◎      

① ねらい 

    これまでの研修や授業の実際をもとに、初任者・２年次による所属校での授業公開を行い、 

所属校の校長・教頭等から指導を受けることで、授業力の向上を図る。 

    

 

 

 

■校内で実施いただきたい研修の種類 

 

「授業力向上に係る研修」について 

ア 初任者の授業とその後指導 

初任者が授業を計画・実践し、指導員や学校長に指導を受ける研修である。 

イ 示範授業とその後指導 

・校内の教員の授業を初任者が参観し、指導を受ける機会をもつ。 

・授業に係る研修は、初任者の栄養教諭としての力量や実践力を高めるために実施して

ほしい。 

 

「一般指導に係る研修」について 

ア 「小学校・中学校 初任者研修シラバス」をもとに、学校や地域の実情に応じて選択す

る。(https://www.edu-ctr.pref.nagano.lg.jp/「指定研修」の「初任者研修」よりダウ

ンロード)  

イ 「初任者研修のために」も研修資料の一つとして活用する。 

(https://www.edu-ctr.pref.nagano.lg.jp/「指定研修」の「初任者研修」よりダウンロ

ード) 

ウ 学級経営、教科指導、道徳教育、外国語活動、特別活動、総合的な学習の時間、生徒指

導、進路指導等、教師として必要な知識を習得するために指導員や校内の教員から指導

を受ける。 

 

(3) 「自己課題に係る研修」について 

ア 初任者が、指導員の支援のもとに、自らテーマをもって実践する。 

  最終レポート戻出予定あり。 
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長野県教員育成指標で求められる資質能力（栄養教諭） 
 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能 

学校給食管理 食に関する指導 
学
校
給
食
に
お
け
る
危

機
管
理 

調
査
研
究
等 

栄
養
管
理 

衛
生
管
理 

給
食
時
間
に
お
け

る
食
に
関
す
る
指

導 教
科
等
に
お
け
る

食
に
関
す
る
指
導 

個
別
的
な 

相
談
指
導 

   ◎    

② 関連する研修シラバスの項目及び研修内容 

研修項目及び

研修内容 

３ (1) 教科指導の基礎 

３ (2) 授業の進め方 

３ (4) 授業研究 

 

③ 内容 

  初任者による所属校での授業公開 

④ 時期 

  ６月～12月  

  学校の実状や初任者の状況に合わせて実施する。  
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（様式 １ 見本）  

校 内 研 修 計 画 書 

                  令和   年  月    日 

    長 野 県 教 育 委 員 会  様 

  （ 保 健 厚 生 課 扱 い ） 

（学校名：              ） 

 

学校長                

 

 

 

 

 

 

  次のとおり提出します。 

受講栄養教諭 
 指導員 

又は担当指導者 

  

研修予定 
研     修     内     容 

日数 
実施予定日
月 日 

時間 

１日 ４月12日 ５ 
・学校教育目標と学校給食計画及び食に関する全体計画の確認 
・シラバスによる研修及び職務内容の確認 
・学校給食実施基準の確認と献立作成 

２日 ５月10日 ５ 
・栄養管理（献立作成、調理指導、給食指導等） 
・学校給食衛生管理基準に関わる施設及び書類の確認 
・調理従事者への衛生管理教育 

３日 ６月14日 ５ 
・栄養管理（献立評価、栄養報告等の作成等） 
・給食の時間における食に関する指導 

４日 ７月13日 ５ 
・危機管理（衛生管理・リスクマネジメント等） 
・献立表及び食育だよりの作り方と確認 
・リスクマネジメントの確認（食中毒予防、嘔吐、窒息等） 

５日 ９月６日 ４ 
・学校行事（給食週間等）の計画立案 
・家庭と連携した食に関する指導（給食試食会等） 
・調査研究（食に関する実態調査）の分析 

６日 10月12日 ５ 
・教科等における食に関する指導（授業公開に向けて） 
・地域と連携した食に関する指導（ＩＣＴの活用） 

７日 11月５日 ５ 
・児童生徒の健康課題に関わる校内連携及び個別的な相談指導 
・食物アレルギー対応 
・リスクマネジメントの確認（感染症対応等） 

８日 12月６日 ４ 
・食に関する全体計画の作成 
・食育の視点に沿った献立作成及び栄養管理の評価 

９日 １月17日 ４ 
・給食会計事務、在庫管理 
・１年間の実践と課題の整理 

  
授業力向上研修 

 

教科              内容 

※計画に際し 

・研修予定時間 42時間 

 ・研修内容については、内容例を参考に 

指導員と確認をして作成する。 

   

 

 

 

 

※計画に際し 

・未定の場合はその旨を記載 

 する 
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第三部 
 

 

  

校外研修の計画と実施
 

 

様式は、長野県総合教育センターホームページ（https://www.edu-ctr.pref.nagano.lg.jp/） 

「ダウンロード」の「初任者研修（小・中・特別支援学校）」のページから必要に応じてダ

ウンロードすること。 
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栄養教諭初任者校外研修実施要領 
 

１ 趣旨 

  この要領は、栄養教諭研修実施要綱に定めるもののほか、栄養教諭初任者の校

外研修の実施に関して必要な事項を定めるものとする。 

 

２  期日及び内容  

  県教育委員会は、毎年度当初に１年間の校外研修の期日及び内容等を通知する。 

 

３ 研修の通知等 

 （１）義務共通研修については総合教育センターから、専門研修については保健

厚生課から、学校長あてに通知する。 

 （２）やむを得ない事由で研修を欠席するときは、学校長はあらかじめ代替研修

の受講について保健厚生課と協議するとともに欠席届（様式８）を提出する。 

 

４ 実地研修について 

 （１）協力校の選定 

校外研修のうち実地研修については、近隣の学校及び給食施設（以下「協

力施設」という）の協力を得て協力施設において実施する。 

協力施設は、新規採用栄養教諭が給食管理及び食に関する指導の実際を学

ぶとともに、実地研修後も助言や連携が期待できる施設を保健厚生課が選定

し学校長に通知する。 

 （２）研修計画 

ア 学校長は、実地研修の目的やねらいを明確にした上で、給食管理及び食に

関する指導の具体的な指導を受けられるよう、研修内容について事前に協力

施設の長及び当該施設で指導に当たる栄養教諭、新規栄養教諭指導員等と打

ち合わせを行う。 

イ 学校長は、協力施設の長と６月から９月末までの間で実地研修日程等の調

整を行い、「実地研修計画書」（様式６）を作成し県教育委員会に提出する。 

ウ 県教育委員会は、学校長から提出された「実地研修計画書」に基づき、協

力施設等へ実施を依頼するとともにその旨を学校長に通知する。 

 （３）実施報告 

ア 実地研修終了後、学校長は「実地研修実施報告書」（様式７）を作成し、

受講者が作成する「実地研修報告書」（様式７付表）とともに、県教育委員

会に提出する。 

イ 学校長は、協力施設に「実地研修実施報告書」及び「実地研修報告書」の

写しを送付する。 

 

５ 旅費 

 （１）受講者に係る旅費については、義務教育課へ請求する。 
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 （２）特別支援学校に勤務する受講者の旅費については、保健厚生課から各学校

に再配当する。  

 

６ その他 

  この要領に定めのない事項については、別途通知する。 

 

 

  附 則 

この要領は、平成 30 年２月 19 日から施行する。 

この要領は、平成 31 年２月 21 日から施行する。 

この要領は、令和 ２年４月 １日から施行する。 

   この要領は、令和 ５年４月 １日から施行する。 
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 初任者校外研修（初年度・２年度） 

 

長野県総合教育センター、教育事務所、保健厚生課等が運営する校外研修を実施する。 

 

■長野県総合教育センター研修 

 ・長野県教育センターでは、関係機関と連携を取りながら、初任研スタート研修と２年  

次全体研修の実施要項を作成し、運営計画を立案する。 

  ・研修では、初任者が一堂に会して、専門職としての基礎的な研修を行うことにより、  

知見を広め、教師としての資質の向上を図る。また、初任者相互の交流を深める。  

 

１ 初任研スタート研修 

長野県教員育成指標で求められる資質能力 

 第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会

との連携・協

働 

Ｄ目標実現に向け、  
柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能  

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人

権

意

識

と

共

感

力 ①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
教
材
研
究 

⑧
指
導
方
法 

⑨
学
習
評
価 

⑩
個
へ
の
指
導 

⑪

集

団

に

お

け

る

指
導 

⑫
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

⑬

イ

ン

ク

ル

ー

シ

ブ
な
教
育 

⑭
探
究
の
学
び 

◎ ◎   ◎  ◎  ◎ ◎   ◎    

(1) ねらい 

 ・教師としての心構えや長野県の教育課題等について講話を聞くことを通して、教師 

の職責とやりがい、夢や希望を確認する。 

  ・初任者研修の意義と内容を理解し、１年間の見通しをもつ。 

 

(2) 関連する研修シラバスの項目及び研修内容 

研 修 項 目 及

び研修内容 

１ (1) 公教育の役割と諸課題の解決に向けた取組 

１ (4) 教員の服務・勤務と公務員としての在り方 

１ (6) 教員研修と教員としての生き方・在り方 １ (7) 教育課題の解決に

向けた取組 

２ 食に関する指導の基礎 

 

(3) 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

長野県総合教育 

センター 
令和５年４月 11 日（火） 

・講義「コンプライアンスと服務の基本」 

・講義「教員としてのあり方」 

・講義「学級づくり・授業づくりの基礎・基本」 

・初任研ガイダンス 

・分散会 １年間の研修計画の確認（保健厚生課） 
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２ ２年次全体研修 

長野県教員育成指標で求められる資質能力 

第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会

との連携・協

働 

Ｄ目標実現に向け、  
柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能  

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力 

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
教
材
研
究 

⑧
指
導
方
法 

⑨
学
習
評
価 

⑩
個
へ
の
指
導 

⑪
集
団
に
お
け
る
指

導 ⑫
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

⑬
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ 

な
教
育 

⑭
探
究
の
学
び 

◎ ◎ ◎ ◎ ◎       ◎ ◎ ◎  ◎  ◎  

(1) ねらい 

・２年目の自覚を高め、より広い視野、より深い児童生徒理解の必要性を確認する。 

 

(2) 関連する研修シラバスの項目及び研修内容 

研 修 項 目 及

び研修内容 
１ (4) 教員の服務・勤務と公務員としての在り方   

１ (6) 教員研修と教員としての生き方・在り方 

１ (7) 教育課題の解決に向けた取組 

２ (1) 学級経営の意義 ２ (3) 保護者と連携を図った学級経営 

８ (1) 生徒指導    ８ (3) ICT 活用指導力向上 

 

(3) 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

在勤校における 

オンライン研修 
令和５年５月 11 日（木） 

・２年次研修ガイダンス 

・セルフチェックシートの活用 

・講義「地域と共にある学校づくり」 

・講義「人権教育を進めるうえで大切にしたい

こと」 

・講義「ICT 活用指導力向上研修Ⅲ」 

・講義「生徒指導・特別支援教育の目指すもの」 

 

■教育事務所・保健厚生課研修 

１ 教師力向上研修Ⅰ（オンラインによる講義・協議) 

長野県教員育成指標で求められる資質能力 

 第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会

との連携・協

働 

Ｄ目標実現に向け、  
柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能  

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力 

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
教
材
研
究 

⑧
指
導
方
法 

⑨
学
習
評
価 

⑩
個
へ
の
指
導 

⑪
集
団
に
お
け
る
指

導 ⑫
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

⑬
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ 

な
教
育 

⑭
探
究
の
学
び 

    ◎         ◎   

(1) ねらい 

・ICT 活用指導力向上に関わる基礎基本を習得する。 

・情報交換を行うことを通して、同じ立場の初任者同士で自己の課題を決定して 

いく。 
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(2) 関連する研修シラバスの項目及び研修内容 

研 修 項 目 及

び研修内容 

・給食管理 

・食に関する指導の実際１ 

３ (1) 教科指導の基礎 

３ (2) 授業の進め方 

３ (4) 授業研究 

８ (3) ICT 活用指導力向上 

 

(3) 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

在勤校 

（オンライン） 
令和５年６月６日（火） 

・オンライン（同時双方向型）によるグループ

協議 

・ICT活用指導力向上に関わる講義・演習  

 

 

２ 宿泊研修 

令和５年度は新型コロナウイルス感染症の感染対策のため、宿泊を伴わない研修を 

実施。 

夏期研修 

長野県教員育成指標で求められる資質能力 

 第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会

との連携・協

働 

Ｄ目標実現に向け、  
柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能  

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力 

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
教
材
研
究 

⑧
指
導
方
法 

⑨
学
習
評
価 

⑩
個
へ
の
指
導 

⑪
集
団
に
お
け
る
指

導 ⑫
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

⑬
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ 

な
教
育 

⑭
探
究
の
学
び 

◎ ◎    ◎ ◎  ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

  

(1) ねらい 

授業づくり、学級づくり、生徒指導の基礎・基本、ICT 活用指導力等、初任者にと

って必要とされる研修を行うことにより、実践的な指導力をつけるとともに、教師

としての資質能力の向上を図る。 

 

(2) 関連する研修シラバスの項目及び研修内容 
研 修 項 目 及
び研修内容 

１ (1)～(6) 教師としての基礎 
３ (1) 教科指導の基礎 
３ (2) 授業の進め方 
３ (4) 授業研究 

５ (1) (2) 道徳教育 
６ 特別活動８ (1) 生徒指導 
８ (3) ICT 活用指導力向上 

 

(3) 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

在 勤 校 に お け
る オ ン ラ イ ン
研 修 及 び 長 野
県 総 合 教 育 セ
ンター 

１ 日
目 

７月 31 日（月） 
オンライン研修 

◎ICT 活用指導力向上研修  

◎道徳指導研修  

◎生徒指導研修  

◎危機管理研修  

◎教科等学習指導研修  

２ 日
目 

８月１日（火）～４日
（金）の指定された日 
対面・集合型研修 
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３ 必修研修（教育事務所） 

教育課程研究協議会 １日  

長野県教員育成指標で求められる資質能力 

第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会

との連携・協

働 

Ｄ目標実現に向け、  

柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能  

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力 

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
教
材
研
究 

⑧
指
導
方
法 

⑨
学
習
評
価 

⑩
個
へ
の
指
導 

⑪
集
団
に
お
け
る
指

導 ⑫
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

⑬
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ 

な
教
育 

⑭
探
究
の
学
び 

       ◎ ◎ ◎ ◎   ○ ○ ○ 

 

(1) ねらい  

郡市の教育課程研究協議会に参加し、学んだ成果をもとに教育実践を振り返り改善

を図る。  

 

(2) 関連する研修シラバスの項目及び研修内容  

研 修 項 目 及
び研修内容  

１  (2) 学習指導要領と教育課程の編成
・実施並びに評価 

３ (1) 教科指導の基礎 

３ (2) 授業の進め方 
３ (4) 授業研究 

 

(3) 日程は各地区による。 

 

■ 保健厚生課研修 

１ 専門研修（２日間）※通知別途  

長野県教員育成指標で求められる資質能力（栄養教諭） 

 第Ⅰ期 基礎形成期相当 

（1）専門研修Ⅰ 

Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能 

学校給食管理  食に関する指導  学

校

給

食

に

お

け

る

危
機
管
理 

調
査
研
究
等 

栄
養
管
理 

衛
生
管
理 

給

食

時

間

に

お

け

る

食

に

関

す

る
指
導 

教

科

等

に

お

け

る

食

に

関

す

る

指
導 

個
別
的
な 

相
談
指
導 

◎ ◎    ◎  

①   会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

長 野県 総 合 教 育

センター 
令和５年５月 15 日（月） 

講義・演習等による基礎基本的事項の研修 
・教育公務員として 
・給食管理（栄養管理・衛生管理） 
・食物アレルギー対応 
・リスクマネジメント 
協議 
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（2）専門研修Ⅱ  

Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能  

学校給食管理  食に関する指導  学

校

給

食

に

お

け

る

危
機
管
理 

調
査
研
究
等 

イ

ン

ク

ル

ー

シ

ブ

ル

な
教
育 栄

養
管
理 

衛
生
管
理 

給

食

時

間

に

お

け

る

食

に

関

す

る
指
導 

教

科

等

に

お

け

る

食

に

関

す

る

指
導 

個
別
的
な 

相
談
指
導 

 ◎    ◎   ◎   ◎      ◎ 

① 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

長 野県 総 合 教 育

センター 
令和６年１月 25 日（木） 

給食管理 

特別支援教育 

食に関する指導（基礎） 

協議 

 

２ 実地研修（２日間）※通知別途 

   長野県教員育成指標で求められる資質能力 

 第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能 

学校給食管理  食に関する指導  学

校

給

食

に

お

け

る

危
機
管
理 

調
査
研
究
等 

栄
養
管
理 

衛
生
管
理 

給

食

時

間

に

お

け

る

食

に

関

す

る
指
導 

教

科

等

に

お

け

る

食

に

関

す

る

指
導 

個
別
的
な 

相
談
指
導 

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

共同調理場及び単独調理場（１校ずつ実務研修） 

栄養教諭校外研修実施要項参照 
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【２年次研修】(令和４年度初任者) 

※全体研修は前出 

 

■ 教育事務所 

１ 教育課程研究協議会 １日（教育事務所） 

長野県教員育成指標で求められる資質能力 

 第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会

との連携・協

働 

Ｄ目標実現に向け、  
柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能  

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力 

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
教
材
研
究 

⑧
指
導
方
法 

⑨
学
習
評
価 

⑩
個
へ
の
指
導 

⑪
集
団
に
お
け
る
指

導 ⑫
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

⑬
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ 

な
教
育 

⑭
探
究
の
学
び 

       ◎ ◎ ◎ ◎   ○ ○ ○ 

(1) ねらい  

郡市の教育課程研究協議会に参加し、学んだ成果をもとに教育実践を振り返り改善

を図る。  

 

(2) 関連する研修シラバスの項目及び研修内容  

研 修 項 目 及
び研修内容  

１  (2) 学習指導要領と教育課程の編成
・実施並びに評価 

３ (1) 教科指導の基礎 

３ (2) 授業の進め方 
３ (4) 授業研究 

 
 
■ 保健厚生課研修 

 

１ 専門研修 レポート提出及びフィードバック 

  １年間の自己の成長を振り返り、２年次の自己課題を設定する。 

 (1) 令和４年度に実施した「食に関する指導」の課題からＰＤＣＡの視点からＡ（改善） 

を踏まえ、令和４年度の目標及びＰ（計画）についてまとめる。 

※Ａ４ ２枚（ポイント 10.5）程度で作成する。 

（2）セルフチェックシート（教員用・栄養教諭用）２枚による自己課題の見直し後 

   学校長と面談。 

（3）提出物 

①レポート １部 

②令和４年度 食に関する指導全体計画①② 

③令和５月分献立表、食育だより 

④セルフチェックシート２種類 

（4）提出方法及び期限  保健厚生課あてに郵送  ５月末日まで 
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２ キャリアアップⅠクロスエイジセッション 

長野県教員育成指標で求められる資質能力 

第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ａ Ｂ 
Ｃ地域社会

との連携・協

働 

Ｄ目標実現に向け、  
柔軟に対応する力 Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能  

倫
理
観
使
命
感 

子
ど
も
理
解 

人
権
意
識
と
共
感
力 

①
学
校
づ
く
り 

②
学
び
づ
く
り 

③
セ
ル
フ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

④
チ
ー
ム 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑤
危
機
管
理 

⑥
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

⑦
教
材
研
究 

⑧
指
導
方
法 

⑨
学
習
評
価 

⑩
個
へ
の
指
導 

⑪
集
団
に
お
け
る
指

導 ⑫
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

⑬
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ 

な
教
育 

⑭
探
究
の
学
び 

    ◎ ○     ◎   ◎   

長野県教員育成指標で求められる資質能力（栄養教諭） 

Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能（栄養教諭） 

学校給食管理  食に関する指導  学

校

給

食

に

お

け

る
危
機
管
理 

調
査
研
究
等 

栄
養
管
理 

衛
生
管
理 

給

食

時

間

に

お

け

る

食

に

関
す
る
指
導 

教

科

等

に

お

け

る

食

に

関

す
る
指
導 

個
別
的
な 

相
談
指
導 

    ◎   ◎ 

  

(1) ねらい 

①５年経験者とのクロスエイジセッションにより、自己の教科等における食に関する

指導の実践を語り合うことで、経験年数による課題や成果の違いを共有し、自己課

題をより明確化するとともに、課題解決の参考とする。 

②食育の評価について理解する。 

 

(2) 関連する研修シラバスの項目及び研修内容 

研 修 項 目 及

び研修内容 

・食に関する指導の実際２ 

３ (1) 教科指導の基礎 

３ (2) 授業の進め方 

３ (4) 授業研究 

８ (3) ICT 活用指導力向上 

 

(3) 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

長 野県 総 合 教 育

センター 
令和５年 11 月 17 日（金） 

・授業実践について実践発表 

・協議 

・食育の評価 
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３ ２年次プログレス研修（オンライン）（別途通知） 

長野県教員育成指標で求められる資質能力（栄養教諭） 

 第Ⅰ期 基礎形成期相当 

Ｅ「教育のプロ」としての高度の知識や技能 

学校給食管理  食に関する指導  学

校

給

食

に

お

け

る

危
機
管
理 

調
査
研
究
等 

栄
養
管
理 

衛
生
管
理 

給

食

時

間

に

お

け

る

食

に

関

す

る
指
導 

教

科

等

に

お

け

る

食

に

関

す

る

指
導 

個
別
的
な 

相
談
指
導 

   ◎ ◎   

(1) ねらい 

２年目の自己の学校給食管理や食に関する指導等の実践を語り合うことで、自己課

題を見つめ直し、今後の取組について考える。  

  

(2) 会場、期日、内容 

会  場 期  日 内  容 

オ ンラ イ ン に よ

る 
令和６年１月 15 日（月） 

・個別的な相談指導 

・実践の発表と今後の自己課題追究の在り方の

検討 

 

 ・実践発表  

２年間の研修のまとめとして実践発表をおこなう。 

発表資料はパワーポイントにまとめ、管理職にご指導いただき、保健厚生課へ提出

する。 

 

＜発表資料＞（パワーポイント 12 枚程度 ５MB 以下 １つの PDF にする）  

    クロスエイジセッションや本年度の研修内容を参考に PDCA でまとめる。 

①  学校教育目標と自己課題から検討した食に関する指導の計画 

②  食に関する指導の実践 

③  評価（活動指標・成果指標） 

④  これからどのような栄養教諭になりたいか 

別添：指導案 

kyoho-hokoku@pref.nagano.lg.jp  （令和５年 12 月 22 日（金）まで） 

 

mailto:kyoho-hokoku@pref.nagano.lg.jp
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１ 校外研修への参加手続き等 

 

Ⅰ 旅行命令票の記入について 

校外研修及び初任者研修の関係の会合等への参加は、公務による出張扱いとなるので、その手続き

は一般の出張と同様に、旅行命令票による学校長の命令で行う。初任者研修関係の旅行命令票の記入

に当たっては、次のことに十分留意する。 

 

１ 初任者研修関係の旅行命令票は、一般の場合とは別葉のものとする。（「教育課程研究協議会」の

み一般の場合と同じである。） 

 

２ 予算項目は、次のとおり記入する。 

 ■初任研スタート研修・宿泊研修・２年次全体研修 

款 項 目 節 

（教育費） 

１１ 

(教育総務費) 

１ 

(教育研修費) 

５ 

(旅費) 

８ 

 ■保健厚生課研修 

款 項 目 節 

（教育費） 

１１ 

(保健体育費) 

８ 

(保健体育総務費) 

１ 

(旅費) 

８ 

 

３ 「用務の内容」欄は、次のように記入する。   

用務の内容 

初任者研修 

(研修会名) 

 

４ その他の自筆項目は、一般の場合と同じである。 

 

５ 記入、押印もれ、誤記がないように確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「初任者研修」と明記 

（   ）内に研修会名を略記 

（集計コード 3023） 
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Ⅱ 校外研修の欠席について 

 

１ 対象者が学校行事や健康上のやむを得ない事由で研修を欠席するときは、校長は、以下のように 

欠席届を提出する。 

 

(1)保健厚生課研修、宿泊研修の場合は、事前に保健厚生課に連絡し、初任者研修欠席届（様式８）を

保健厚生課に提出する。その際、保健厚生課担当と校長で協議の上、指定された年度内に当該研修

を修了できるように調整する。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 長野県総合教育センター研修の場合は、欠席・遅刻・早退に係る電子申請を行う（その際、送信直

後の画面から出力可能なPDF ファイル【様式第60号】を出力し、所属校で保管する）。ただし、研

修日まで１週間に満たない場合の欠席連絡については、電子申請と併せて、電話にて長野県総合教

育センター教職教育部長に連絡する。また、代替研修については、電子申請後に長野県総合教育セ

ンター教職教育部より連絡を受け、協議し、年度内に当該研修を修了できるように調整する。 

 

小
・
中
学
校 

 長
野
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

 

小
・
中
学
校 

 

 

 

 

保
健
厚
生
課 

長野県総合教育センター・体育センター研修の場合、事前に教職

教育部長に連絡する。（研修日まで１週間に満たない場合のみ） 

 
欠席・遅刻・早退に係る 
電子申請 

欠席届 
（様式８） 

１部 
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第四部 
 

 

  

報告書類
 

 

様式は、長野県総合教育センターホームページ（https://www.edu-ctr.pref.nagano.lg.jp/） 

「ダウンロード」の「初任者研修（小・中・特別支援学校）」のページから必要に応じてダ

ウンロードすること。 
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報告書等の取扱い（栄養教諭初任者） 

注）１ 市町村教育委員会には、学校組合教育委員会を含むものとする。 

２ ※様式５は、校内研修実施要領４（２）による研修の場合の報告書となる。 

３ 各枠内の時期は、各機関への提出期限 

 

具申・調書 

２部(正１・副１)        １部出(正１)  

人事通知書 

労働条件通知書 

 

（様式１） 

校内研修計画書 

   ３部(正１・副２)    ２部(正１・副１)     １部(正１)  

（様式２） 

校内研修 

状況報告書 

１部       １か月分の写し      写し 

（様式３） 

新規栄養教諭 

指導員勤務 

状況整理簿 

 

（様式４） 

（※様式５） 

校内研修 

実績報告書 

   ３部(正１・副２)   ２部(正１・副１)    １部(正１)  

（様式６） 

実地研修 

計画書 

    

   1部（日程が決定次第）         依頼 

（様式７） 

（様式７付表） 

実地研修 

実施報告書 

     

  1部（研修終了後速やかに） 

            

教育事務所 

全研修終了後 

３週間 

県教育委員会 

（保健厚生課） 

 

全研修終了後 

１か月以内 

教育事務所 

当月の 25日まで 

学校 

県教育委員会 

（保健厚生課） 

４月下旬 
市町村教委への提出と同時に様式１を保健厚生課へメール送信 

市町村教育委員会 

  ４月上旬 

教育事務所  

４月中旬 

学校 

県教育委員会 

（保健厚生課） 

教育事務所 

当月の 25日まで 

栄養教諭 

・指導者 

教 育 

事務所 

学校 

市町村教育委員会 

  ３月上旬 

学 校 

毎 回 

教育事務所 

３月中旬 

１部 

（様式２の写しを添付） 

（ 

 

 

 

（翌月 10日までに報酬等支払） 

栄養教諭 

指導員 

写し 

学校 
県教育委員会 

（保健厚生課） 

研修協力施設 

市町村教育委員会 

全研修終了後 

２週間 

学校 

１部 第 1 回連絡協議会

にて交付 

学校 
市 町 村 

教育委員会 

１部 ２部 

学校 

県教育委員会 

（保健厚生課） 
研修協力施設 

報告書のコピーに栄養教諭の礼状を添えて提出 
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（様式 １）  

校 内 研 修 計 画 書 

 
                  令和    年    月   日 

 

    長 野 県 教 育 委 員 会  様 

  （ 保 健 厚 生 課 扱 い ）                                          

            

（学校名：              ） 

 

 学校長                 

 

   次のとおり提出します。 

受講栄養教諭 
 

 

指導員または 

指導担当者 

 

研修予定 

研     修     内      容 
日数 

実施予定日

月 日 
時間 

１日    

２日    

３日    

４日    

５日    

６日    

７日    

８日    

９日    

授業力向上研修Ⅰ 

 

教科              内容 
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（様式 ２） 

校 内 研 修 状 況 報 告 書 
 

                                                        令和  年  月  日 

 

学 校 長   様 
 

   研修状況を次のとおり報告します。 

受 講 栄 養 教 諭  
新規栄養教諭 

指 導 員 
          

勤  務  日 

令和  年  月  日（    ） 

時  分 ～    時  分 

  （実績時間  時間） 

累計日数 

（  日） 

指 導 内 容 等  

受 講 者 の 記 録 

（感想、課題等） 

指 導 者 の 記 録 

（所見） 

学 校 長 等 の 確 認    氏 名                    
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（様式 ３） 

新 規 栄 養 教 諭 指 導 員 勤 務 状 況 整 理 簿 

 
    令和    年    月   日 

 

    教育事務所長  様 

                                             （学校名：              ） 
 

 学校長                 

 

 

新規栄養教諭指導員の勤務状況は次のとおりです。 

新規栄養教諭氏名  
新規栄養教諭 

指導員氏名 

 

実 施 月        月 合計研修時間       時間 

日 数 

（累計） 
実施日 勤務時間 研修時間 

指導員 

サイン 
備   考 

日 

 

日 

 

  

  時  分から 

 

   時  分まで 

 

時間   

日 日 

  

  時  分から 

 

   時  分まで 

 

時間   

日 日 

   

 時  分から 

 

   時  分まで 

 

時間   

日 日 

    

時  分から 

 

   時  分まで 

 

時間   

日 日 

 

   時  分から 

 

   時  分まで 

 

時間   
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（様式 ４） 

校 内 研 修 実 績 報 告 書 

 
 
                                                        令和  年  月  日 

 

長野県教育委員会  様 
   （保健厚生課扱い） 

 

（学校名：              ） 
 

 学校長                 

 

  

   栄養教諭初任者に係る校内研修計画に基づき、すべての研修を実施しましたので、所

見を添えて報告します。 

受 講 栄 養 教 諭 氏名  

新規栄養教諭指導員 氏名  

 

【学校長の所見】 
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（様式５） 

校内研修実績報告書（校内研修実施要領４（２）による場合） 

令和  年  月  日 

長野県教育委員会 様 

（保健厚生課扱い） 

（学校名：             ） 

 

学校長                

栄養教諭初任者の校内研修を下記のとおり実施しました。 

受講栄養教諭氏名   担当指導者氏名   

研 修 指 導 内 容 等 実 施 日 

＜学校教育目標と学校給食に関する基本計画の立案＞ 

 学校の教育目標及び食に関する指導目標との関連を図った給食指導の実施 

 年間指導計画の立案   

＜校内の学校給食及び食に関する指導に係る組織への参画＞ 

 職員会議や学校給食委員会、校内研修会等への参画 

  

  
＜栄養管理＞ 

 （１）栄養目標量の設定 

 （２）学校給食献立年間計画作成 

 （３）献立作成 

 （４）調理、配膳指導等 

 （５）評価、検討   

＜衛生管理（学校給食衛生管理基準による。各種マニュアルの活用）＞ 

 （１）日常及び定期点検の実際 

 （２）学校給食用物資の選定、検収及び保管の状況 

 （３）調理員に対する指導の実際   

＜給食指導、栄養教育＞ 

 （１）給食の時間における給食指導 

 （２）給食週間の計画、立案 

 （３）食に関する指導、指導案の作成と指導の進め方 

 （４）家庭、地域と連携した栄養指導 

 （５）個別指導   

＜危機管理＞  

 （１）食中毒事故防止（二次汚染防止）対策 

 （２）異物混入防止対策 

 （３）食物アレルギー対応、校内対応委員会への参画 

 （４）その他施設設備、食材に係る危機管理   

＜調査研究＞ 

 学校給食の食事内容及び児童生徒の食生活改善のための調査研究の実践 

  

 

  

＜その他＞ 

 その他業務遂行において必要とされる事項（会計業務等）  
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（様式 ６） 

実  地  研  修  計  画  書 
令和  年  月  日 

  長野県教育委員会事務局 

保 健 厚 生 課 長  様 

                

 （学校名） 

 

     学校長                    

                            

                          

新規採用栄養教諭 

氏     名 

 

施 設 区 分 単 独 調 理 場 共 同 調 理 場 

研

修

施

設 

学 校 名 

（施 設 名） 

 

（            ） 

 

（            ） 

研 修 日  
令和   年  月  日 

      （    ） 

令和   年  月  日 

      （    ） 

栄養教諭氏名   

研修内容 

（研修のねらい） 
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（様式 ７） 

         実 地 研 修 実 施 報 告 書 
令和  年  月  日 

  （保健厚生課長） 様 

 （研修先施設長） 様               

 

（学校名） 

 

   学校長                 

                            

  実地研修を下記のとおり実施したので報告します。                           
 

新規採用栄養教諭氏名  

研  修  日 令和   年    月    日 （   ） 

研 

 

修 

 

先 

施 設 名 

学校名 

調理場名 

 （ □単独調理場   □共同調理場 ） 

栄養教諭氏名  

新規採用栄養教諭 

所属学校長の助言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注：付表を添えて提出すること。また、研修先にも写しを送付すること。 
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（様式 ７ 付表） 

実  地  研  修  報  告 
                                                                  

新規栄養教諭 

所 属 校 
 

氏  名                       

研 修 先 

栄 養 教 諭 

学 校 名 

（施設名） 

 

氏  名 
 

【報 告】 

１ 今回の研修で学んだ点。 

 

２ 今後に向けて 
（どのような事を自分の所属先で実践していきたいか、自分の高めていきたい資質など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実地研修の状況等を施設区分ごとに作成してください。 
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（様式 ８） 

 

令和  年度栄養教諭研修校外研修（欠席・遅刻・早退）届 

                     （該当に○をする） 

 

令和   年  月  日 

 

 

 長野県教育委員会事務局 

保 健 厚 生 課 長 様 

 

学校名               

 

                       校長名                

 

次のとおり提出します。 

 

対象者の職氏名 （職名） 栄養教諭  （氏名） 

欠席・遅刻・早退の事由 

（該当に○をする） 

 

 

 

 研 修 期 日 

        

令和     年     月     日 

 

 

研 修 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式第60号） 令和　　年　　月　　日

初任者研修（　

指　定　研　修　講　座 届

総合教育センター所長　様

電話番号

このことについては、下記のとおりです。

代替研修講座

講　座　番　号 講　座　名 講　座　期　間

欠席・遅刻・早退
の事由○○○○

講　座　番　号 講　座　名 講　座　期　間

欠　席

学校コード番号

学校・園名

校長・園長名

記

受　講　者　氏　名 職　　　名 職　員　番　号

キャリアアップ研修Ⅲ

校長・教頭研修

年次）

キャリアアップ研修Ⅰ

キャリアアップ研修Ⅱ
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第五部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

 

様式は、長野県総合教育センターホームページ（https://www.edu-ctr.pref.nagano.lg.jp/） 

「ダウンロード」の「初任者研修（小・中・特別支援学校）」のページから必要に応じてダ

ウンロードすること。 

 



令
和
５
年
度

 
学
校
給
食
関
係
の
主
要
事
業
等
予
定
（
初
任
者
用
）

 

  
 
※
そ
の
他
、
長
野
県
学
校
保
健
会
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
部
会
主
催
の
夏
期
研
修
会
,
他
各
地
区
に
お
い
て
研
修
会
等
が
開
催
さ
れ
る
予
定
。

 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

 
 
月
 

内
 
容
 

  

全
 
体
 

研
修
会
 

会
議
等
 

  
４
 
 
 
 
５
 
 
 
 
６
 
 
 
 
７
 
 
 
 
８
 
 
 
 
９
 
 
 

 1
0 
 
  

 
 1
1 

 
  

 
  
1
2
  
 
 
 
 1
 
  

 
  
 2
  
 
 
 
 
3 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
 
 
 
 
  
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  
  
  
  

 
 
 

  
  
 
  
○
学
校
給
食
衛
生
管
理
推
進
研
修
会

WE
B(
6/
9)
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
  
○
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
研
究
協
議
会
①
 
(1
1/
２
) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
 栄

養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
研
究
協
議
会
②
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1
2/
１
) 

○
初
任
者
研
修
（
ス
タ
ー
ト
研
修
(4
/1
1)
 
 
○
夏
期
研
修
2日

間
 

 

 
 
 
 
 
 

 
○
専
門
研
修
１
(5
/1
5)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇
専
門
研
修
２
（
1
/
2
5）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
実
地
研
修
 
（
６
月
～
９
月
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

衛
生
管
理
 

  
  
  
  

 
 
 
○
保
健
福
祉
事
務
所
に
よ
る
巡
回
指
導
 
 

栄
養
管
理
 

に
関
す
る
報
告
 

  
  
  
  
  
  
  

 
 
 
 
 

 
 
 ○

学
校
給
食
栄
養
報
告
（
週
報
）
（
６
月
第
３
週
）
 
 
 
○
学
校
給
食
栄
養
報
告
（
週
報
）
（
1
1月

第
３
週
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
特
定
給
食
施
設
栄
養
管
理
報
告
書
（

各
保
健
福
祉
事務

所）
 

給
食
全
般
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○
学
校
給
食
実
施
状
況
調
査
 
〇
学
校
給
食
用
牛
乳
供
給
事
業
需
要
見
込
み
量
調
査
 

そ
の
他
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
〇
県
産
農
産
物
利
用
状
況
調
査
（

週報
と併

せて
実施
）

 
 
  
 
 
  
 ○

県
産
農
産
物
利
用
状
況
調
査
（

週
報
と
併
せ
て実

施）
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栄養教諭の職務 

 【学校教育法】第 37条第 13項 栄養教諭は、児童の栄養の指導及び管理をつかさどる 

        ※中学校は第 49条 

 【学校給食法】第 10条  

栄養教諭は、児童又は生徒が健全な食生活を自ら営むことができる知識及び態度を養うた

め、学校給食において摂取する食品と健康の保持増進との関連性についての指導、食に関し

て特別の配慮を必要とする児童又は生徒に対する個別的な指導その他の学校給食を活用した

食に関する実践的な指導を行うものとする。（中略） 

２ 栄養教諭が前項前段の指導を行うに当たつては、当該義務教育諸学校が所在する地域の産

物を学校給食に活用することその他の創意工夫を地域の実情に応じて行い、当該地域の食文

化、食に係る産業又は自然環境の恵沢に対する児童又は生徒の理解の増進を図るよう努める

ものとする。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【栄養教諭制度の創設に係る学校教育法等の一部を改正する法律等の施行について】 

                                    平成 16年 6月 30日 

【栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育 文部科学省】平成 29年３月 

【食に関する指導の手引－第二次改訂版- 文部科学省】平成 31年３月     

 

 

 教育に関する資質と栄養に関する専門性を生かして、教職員や家庭・地域との連携を図りな

がら。食に関する指導と学校給食の管理を一体のものとして行うことにより、教育上の高い相

乗効果をもたらします。 

 栄養教諭の職務 

一
体
と
し
て
推
進 

（２）学校給食の管理 

 ①栄養管理（献立作成） 

学校給食実施基準に基づく、 

適切な栄養管理 

 ②衛生管理 

  学校給食衛生管理基準に基づく 

  危機管理、検食、保存食、 

調理指導 調理・配食 等 

（１）食に関する指導 

 ①給食の時間における指導 

  食事マナー、栄養・産地等 

 ②教科等における指導 

  調理技術、地域産業への理解、 

環境教育、感謝の心 等 

 ③個別的な相談指導 

 食に関する健康課題を有する児童

生徒に対する個別的な指導 

教職員、家庭や地域との連携・調整 

出典：「栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育」 文部科学省 



キ
ャ

リ
ア

ス
テ

ー
ジ

で
身

に
付

け
る

ス
キ

ル
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

項
目

評
価

地
域
の
行
事
や
活
動
等
に
参
加
し
た
り
、
地
域
の
方
と
語
り
合
っ
た
り
し
て
、
地
域
の
特
色
や
実
情
を
つ
か
も
う
と
し
て
い
る
。

地
域
の
方
と
交
流
し
、
社
会
性
を
高
め
た
り
、
知
見
を
広
げ
た
り
し
て
い
る
。

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
が
求
め
ら
れ
る
理
由
や
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
い
る
。

地
域
の
特
色
や
、
地
域
の
方
が
大
切
に
し
て
い
る
思
い
や
願
い
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

地
域
に
目
を
向
け
た
り
、
足
を
運
ん
だ
り
し
て
、
地
域
の
よ
さ
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
素
材
を
教
材
化
し
て
授
業
を
構
想
し
て
い
る
。

「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」
に
直
接
触
れ
る
体
験
活
動
を
取
り
入
れ
た
学
習
を
展
開
し
て
い
る
。

タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
心
が
け
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
生
活
を
送
ろ
う
と
し
て
い
る
。

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
、
自
己
の
強
み
（
よ
さ
）
と
弱
み
（
課
題
）
を
把
握
し
よ
う
と
心
が
け
て
い
る
。

謙
虚
に
学
び
続
け
る
教
師
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
先
輩
や
同
僚
の
教
員
か
ら
の
助
言
、
経
験
談
に
耳
を
傾
け
て
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
。

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
の
自
己
の
役
割
を
自
覚
し
、
任
さ
れ
た
職
務
に
対
し
て
誠
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

チ
ー
ム
と
し
て
の
目
標
を
理
解
し
な
が
ら
、
学
年
会
、
教
科
会
等
に
、
自
ら
求
め
、
参
加
し
て
い
る
。

職
員
間
の
人
間
関
係
を
よ
り
豊
か
に
し
な
が
ら
、
同
僚
と
協
力
し
て
目
標
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

危
機
管
理
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
理
解
し
、
防
止
の
た
め
に
日
常
的
に
意
識
し
て
い
る
。

危
機
の
未
然
防
止
の
重
要
性
を
理
解
し
、
日
頃
か
ら
児
童
生
徒
の
観
察
や
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

危
機
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
理
解
し
、
確
実
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

授
業
を
「
目
標
－
内
容
－
方
法
－
評
価
」
の
セ
ッ
ト
で
捉
え
、
構
想
し
て
い
る
。

学
校
教
育
目
標
と
関
連
さ
せ
て
、
単
元
や
題
材
な
ど
内
容
や
時
間
の
ま
と
ま
り
を
見
通
し
、
単
元
計
画
を
立
て
て
い
る
。

個
々
の
児
童
生
徒
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
課
題
を
決
め
、
具
体
的
な
構
想
、
手
立
て
、
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

「
児
童
生
徒
」
「
教
材
」
「
問
題
解
決
の
過
程
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
理
解
し
て
授
業
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

基
礎
的
・
基
本
的
な
「
知
識
・
技
能
」
を
確
実
に
身
に
付
け
る
授
業
を
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
が
「
思
考
力
・
表
現
力
・
判
断
力
等
」
を
高
め
て
い
く
単
元
を
構
想
し
て
い
る
。

「
信
州
B
as
ic
」
等
を
踏
ま
え
て
、
授
業
に
必
要
な
基
本
的
な
指
導
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

「
ね
ら
い
を
明
確
に
」
「
め
り
は
り
を
つ
け
て
」
「
ね
ら
い
の
達
成
を
見
と
ど
け
て
」
の
３
観
点
を
意
識
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

学
習
指
導
要
領
の
目
標
に
準
拠
し
た
評
価
の
計
画
を
立
て
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
を
的
確
に
把
握
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
に
対
す
る
学
習
評
価
を
指
導
の
評
価
と
し
て
捉
え
、
授
業
改
善
や
指
導
の
工
夫
に
生
か
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
が
学
習
内
容
の
価
値
や
自
己
の
高
ま
り
に
気
づ
け
る
よ
う
、
自
己
評
価
の
場
面
を
授
業
に
位
置
付
け
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
内
面
を
共
感
的
に
理
解
し
、
一
人
一
人
を
大
切
に
し
て
い
る
。

学
年
会
や
職
員
会
な
ど
で
児
童
生
徒
の
話
を
し
て
い
る
。

適
応
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
児
童
生
徒
に
、
置
か
れ
て
い
る
背
景
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
な
支
援
を
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
社
会
的
ス
キ
ル
の
向
上
を
目
指
し
、
集
団
生
活
の
中
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
、
人
間
関
係
づ
く
り
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
一
人
一
人
を
理
解
し
、
個
に
応
じ
た
役
割
を
も
た
せ
て
い
る
。

集
団
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
っ
た
り
、
自
分
た
ち
の
力
で
問
題
解
決
を
行
っ
た
り
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

IC
T
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
る
身
近
な
教
員
か
ら
、
具
体
的
な
活
用
例
を
聞
き
、
活
用
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
校
内
の
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
る
。

情
報
社
会
の
進
展
に
伴
う
、
児
童
生
徒
の
ＩＣ
Ｔ
活
用
の
実
態
や
状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
や
ＩＣ
Ｔ
活
用
の
実
態
を
も
と
に
、
具
体
例
に
基
づ
い
た
情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
よ
さ
に
気
づ
き
、
本
人
の
困
っ
た
気
持
ち
に
共
感
し
な
が
ら
児
童
生
徒
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
・
個
別
の
指
導
計
画
を
作
成
す
る
意
義
が
わ
か
り
、
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え
方
を
理
解
し
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
と
相
談
し
な
が
ら
、
個
に
応
じ
た
合
理
的
配
慮
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
全
員
が
力
を
発
揮
し
、
認
め
合
う
学
級
づ
く
り
」
等
を
行
い
な
が
ら
、
授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

児
童
生
徒
に
対
し
て
適
切
な
課
題
を
設
定
し
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
ね
ら
い
を
実
現
す
る
学
習
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
が
、
実
社
会
や
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
課
題
を
設
定
し
、
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
探
究
的
な
学
び
を
行
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
が
、
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
て
効
率
的
な
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
て
適
切
な
課
題
解
決
策
を
導
き
出
し
て
い
る
。

職
　
名

氏
　
名

キ
ャ

リ
ア

ス
テ

ー
ジ

Ⅰ
 基

礎
形

成
期

相
当

（経
験

１
年

か
ら

５
年

程
度

）

E
6

理
念

指
標

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
と
し
て
の
学
校
づ
く
り

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し

た
学
び
づ
く
り

学 習 指 導

D
2

D
4

D
3

E
1

E
2

ス
キ
ル
の
平
均

E
3

E
4

学
校
名

C
1

C
2

繰
り

返
し

自
覚

し
絶

え
ず

意
識

化
を

図
る

資
質

能
力

Ａ
　
高
い
倫
理
観
と
使
命
感
及
び
確
か
な
子
ど
も
理
解

　
①
社
会
の
秩
序
と
規
律
を
遵
守
し
、
信
頼
さ
れ
る
存
在

②
教
員
と
し
て
の
責
務
の
自
覚
　
③
子
ど
も
に
関
す
る
確
か
な
科
学
的
知
見
と
深
い
人
間
愛

Ｂ
　
確
か
な
人
権
意
識
と
共
感
力

①
全
て
の
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
態
度
　
②
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
思
い
を
感
じ
取
る
力

　 Ｃ 　 地 域 社 会 と

　 連 携 ・ 協 働 す る 力

実
務

指
標

経 験 や 研 修 を 積 む こ と で 高 め て い く 資 質 能 力

セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
習
評
価

（
C
h
e
c
k
-
A
c
t
i
o
n
）

D
1

教
材
研
究

（
P
l
a
n
）

指
導
方
法

（
D
o
)

Ｄ  目 標 実 現 に 向 け 、 柔 軟 に 対 応 す る 力

E
7

E
8

・
信
頼
さ
れ
る
学
校
を
実
現
す
る
上
で
、
危
機
管
理
や
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
理
解
し
、
危
機
の
未
然
防
止
や
発
生

時
の
対
応
に
確
実
に
取
り
組
む
。

・
日
々
の
教
育
活
動
を
「
目
標
−
内
容
−
方
法
−
評
価
」
の
セ
ッ
ト
で

捉
え
、
意
図
的
・
計
画
的
に
実
践
す
る
。

・
「
目
標
に
準
拠
し
た
評
価
」
に
よ
り
一
人
一
人
の
学
習
状
況
を
把

握
し
、
適
切
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
て
内
容
の
確
実
な
定
着
を

図
る
。

・
児
童
生
徒
が
自
己
評
価
を
行
う
こ
と
を
学
習
活
動
に
位
置
付
け
、

学
習
内
容
の
価
値
や
自
己
の
高
ま
り
に
気
づ
か
せ
る
。

・
児
童
生
徒
の
内
面
を
共
感
的
に
理
解
し
、
信
頼
関
係
を
構
築
す

る
。

・
保
護
者
や
同
僚
と
連
携
し
、
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
や
抱
え

て
い
る
課
題
を
的
確
に
把
握
し
、
指
導
に
生
か
す
。

・
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
「
見
方
・
考
え
方
」
を
活
用
し
て
、
「
知

識
・
技
能
」
を
確
実
に
身
に
付
け
る
授
業
を
構
想
す
る
。

・
「
習
得
−
活
用
−
探
究
」
の
学
び
の
過
程
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
が

「
思
考
力
・
表
現
力
・
判
断
力
等
」
を
高
め
て
い
く
単
元
を
構
想
す

る
。

・
「
授
業
が
も
っ
と
よ
く
な
る
３
観
点
」
や
「
信
州
“
B
as
ic
‟」
を
踏
ま
え
た

授
業
を
確
実
に
行
う
。

・
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
、
授
業
改
善
に
取

り
組
み
、
児
童
生
徒
の
個
性
に
応
じ
た
質
の
高
い
深
い
学
び
を
引

き
出
す
。

・
地
域
の
活
動
や
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
た
り
、
地
域
の
方
と
交

流
し
た
り
し
て
、
地
域
理
解
に
努
め
る
。

・
地
域
素
材
を
教
材
化
し
た
り
、
地
域
で
の
体
験
学
習
を
取
り
入
れ

た
り
し
て
、
児
童
生
徒
が
地
域
を
理
解
し
、
そ
の
よ
さ
を
実
感
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

※
各

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
項

目
に

つ
い

て
、

「評
価

」の
欄

に
１

～
５

の
自

己
評

価
を

入
力

し
て

く
だ

さ
い

初
任

者
研

修
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

Ｅ  「 教 育 の プ ロ 」 と し て の 高 度 な 知 識 や 技 能

資
質

能
力

を
支

え
る

ス
キ

ル

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

危
機
管
理

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

生 徒 指 導 現 代 的 な 諸 課 題 へ の 対 応

・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
、
健
康
や
時
間
を
自
ら
管
理
し

な
が
ら
、
職
務
に
向
か
う
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
。

・
自
己
課
題
に
沿
っ
た
研
修
を
実
施
し
、
周
囲
の
助
言
や
自
己
の

振
り
返
り
を
も
と
に
、
成
長
し
続
け
よ
う
と
努
力
す
る
。

・
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
の
自
己
の
役
割
を
自
覚
し
、
任
せ
ら
れ
た

職
務
に
対
し
て
誠
実
に
取
り
組
む
。

・
チ
ー
ム
の
目
標
を
理
解
し
、
同
僚
と
協
力
し
て
目
標
実
現
に
向
け

て
努
力
す
る
。

・
認
知
な
ど
の
特
性
や
発
達
障
が
い
、
合
理
的
配
慮
等
に
関
す
る

基
本
的
な
知
識
や
考
え
方
を
身
に
付
け
、
児
童
生
徒
の
実
態
や
教

育
的
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
一
人
一
人
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
。

・
授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
に
取
り
組
む
。

・
探
究
の
過
程
を
生
み
出
す
手
法
を
身
に
付
け
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
、
探
究
の
学
び
の
実
現
に
取
り
組
む
。

・
児
童
生
徒
や
地
域
の
実
態
に
基
づ
き
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

(小
中
)、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
(高
)の
ね
ら
い
を
実
現
す
る
学
習

プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。

日
頃

の
心

構
え

・
集
団
生
活
を
送
る
上
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
人
間
関
係
づ
く
り
を
通

し
て
、
児
童
生
徒
の
社
会
的
ス
キ
ル
を
高
め
る
。

・
自
発
的
・
自
治
的
な
活
動
を
重
視
し
、
児
童
生
徒
の
集
団
へ
の
所

属
感
や
連
帯
感
、
問
題
解
決
力
を
高
め
る
。

・
学
習
目
標
の
達
成
や
校
務
の
効
率
化
に
向
け
、
学
校
に
あ
る
ＩＣ

Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
す
る
。

・
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
や
実
態
に
応
じ
、
具
体
例
に
基
づ
い
た

情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
を
行
う
。

　
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

の
ま

と
め

E
5

個
へ
の
指
導

集
団
に
お
け
る
指
導

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
教
育

探
究
の
学
び

ス
キ
ル
の
平
均

45



セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

　
（２

年
次

研
修

　
栄

養
教

諭
）　

基
礎

形
成

期
相

当
（１

年
～

５
年

）（
Ｅ

）

学
校

名
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

氏
名

キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
で

身
に
付
け
る
ス
キ
ル

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
項

目
 (　

評
価

　
A

:よ
く
当

て
は

ま
る

　
　

B
：
ど

ち
ら

か
と

い
う

と
当

て
は

ま
る

　
　

C
:あ

ま
り

当
て

は
ま

ら
な

い
　

　
D

：
当

て
は

ま
ら

な
い

）
評

価

学
校

給
食

実
施

基
準

を
理

解
し

、
集

団
に

お
け

る
適

切
な

栄
養

管
理

を
実

施
し

て
い

る
。

献
立

計
画

を
作

成
し

、
年

間
を

見
通

し
た

献
立

作
成

を
行

っ
て

い
る

。

地
域

の
食

文
化

や
食

材
を

把
握

し
、

地
域

食
材

を
活

用
し

た
献

立
作

成
を

行
っ

て
い

る
。

学
校

給
食

衛
生

管
理

基
準

を
踏

ま
え

た
衛

生
管

理
に

努
め

て
い

る
。

学
校

給
食

衛
生

管
理

基
準

に
基

づ
く
諸

帳
簿

の
管

理
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

。

衛
生

管
理

責
任

者
と

し
て

、
課

題
解

決
に

向
け

た
衛

生
管

理
指

導
を

行
っ

て
い

る

危
機

管
理

の
未

然
防

止
の

重
要

性
を

理
解

し
、

日
頃

か
ら

安
全

な
給

食
管

理
に

努
め

て
い

る
。

国
や

県
、

市
町

村
等

の
対

応
指

針
に

基
づ

き
、

適
切

な
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

に
努

め
て

い
る

。

危
機

発
生

時
の

対
応

に
つ

い
て

理
解

し
、

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
校

教
育

目
標

を
踏

ま
え

て
、

食
に

関
す

る
指

導
の

全
体

計
画

①
②

を
計

画
し

、
学

級
担

任
と

連
携

し
た

計
画

的
に

実
施

に
努

め
て

い
る

。

教
科

等
で

取
り

上
げ

ら
れ

た
食

に
関

す
る

学
習

内
容

と
学

校
給

食
と

連
携

さ
せ

た
食

に
関

す
る

指
導

の
実

施
に

努
め

て
い

る
。

伝
統

的
な

食
文

化
や

行
事

食
、

食
品

の
産

地
や

栄
養

的
な

特
徴

等
の

指
導

や
資

料
提

供
の

実
施

に
努

め
て

い
る

。

各
教

科
等

の
特

質
に

応
じ

た
「
見

方
・
考

え
方

」
を

理
解

し
て

、
「
食

育
の

視
点

」
を

位
置

付
け

た
授

業
を

連
携

し
て

実
施

し
て

い
る

。

授
業

の
連

携
の

際
に

、
専

門
性

を
生

か
し

て
、

児
童

生
徒

に
わ

か
り

や
す

い
資

料
提

供
に

努
め

て
い

る
。

配
慮

の
必

要
な

児
童

生
徒

に
対

し
て

、
教

職
員

や
保

護
者

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
適

切
な

指
導

に
努

め
て

い
る

。

個
別

的
な

相
談

指
導

の
際

に
、

児
童

生
徒

や
保

護
者

に
対

し
て

専
門

性
を

生
か

し
た

具
体

的
な

資
料

の
提

示
に

努
め

て
い

る
。

児
童

生
徒

の
食

に
関

す
る

実
態

把
握

に
努

め
、

課
題

解
決

に
向

け
た

給
食

管
理

や
食

に
関

す
る

指
導

に
努

め
て

い
る

。

校
内

外
の

研
究

会
に

積
極

的
に

参
加

し
、

専
門

性
の

資
質

向
上

に
努

め
て

い
る

。

　
　

【
栄

養
教

諭
の

専
門

性
と

し
て

の
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

の
ま

と
め

】

実
務

指
標

資
質
能
力
を

支
え
る
ス
キ
ル

　
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
「
見
方
・
考

え
方
」
を
活
用
し
て
、
教
職
員
と
連
携
し

た
食
に
関
す
る
指
導
や
資
料
提
供
を
行

う
。

個
別
的
な
相
談
指

導

研
修
・
調
査
研
究
等

　
児
童
生
徒
の
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
校
内
外
の
研
修
や
研
究
会
に
積
極
的

に
参
加
し
て
、
給
食
管
理
や
食
育
に
生
か

す
。

Ｅ 　 「 栄 養 教 諭 」 と し て の 高 度 な 知 識 や 技 能

学 校 給 食 管 理

栄
養
管
理

　
学
校
給
食
実
施
基
準
を
理
解
し
、
児
童

生
徒
の
実
態
に
基
づ
く
適
切
な
栄
養
管
理

を
行
う
と
と
も
に
、
献
立
計
画
を
立
案

し
、
地
域
の
食
材
を
活
用
し
た
献
立
作
成

を
行
う
。

衛
生
管
理

　
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
を
理
解
し
、

施
設
設
備
等
の
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
課

題
解
決
に
つ
い
て
適
切
な
提
案
を
行
う
と

と
も
に
実
践
す
る
。

学
校
給
食
に
お
け
る

危
機
管
理

　
学
校
給
食
に
お
け
る
食
中
毒
防
止
や
異

物
混
入
防
止
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
等

に
つ
い
て
理
解
し
て
環
境
整
備
を
行
う
。

食 に 関 す る 指 導

給
食
の
時
間
に
お

け
る

食
に
関
す
る
指
導

　
学
校
教
育
目
標
に
基
づ
い
た
食
に
関
す

る
全
体
計
画
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
教

育
課
程
を
理
解
し
、
学
校
給
食
を
教
材
と

し
て
活
用
し
た
食
に
関
す
る
指
導
を
行

う
。

教
科
等
に
お
け
る

食
に
関
す
る
指
導

　
個
別
的
な
相
談
指
導
の
流
れ
と
役
割
を

理
解
し
、
教
職
員
や
保
護
者
と
連
携
し
て

対
応
を
行
う
。
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